



学省によって 「私立大学学術研究高度化推進事業J (オープン ・リサーチ ・センター整備事業)と







文物の流入を期待した。 それを直接担ったのが、留学生であった。 この留学生の個々 の活動、並
びにその政治的、社会的、文化的背景を通して、東アジア世界史の有効性に関して新たな方向性
を打ち出すべく、当センターは本研究を継続してきた。
今年度も、 I. 秦 ・漢時代から惰 ・唐時代の中国への東アジアからの交流 ・留学生の史資料上
の全貌を明らかにする こと、1古代の東アジアの国々 への影響を 「媒介者」 を通してその歴史
的意義を問いつつ解明する こと、I1I. 東アジア世界史について内外の研究者と交流し、若手研究































































司会・進行 飯尾 秀幸 (東アジア世界史研究センター研究員/専修大学教授)
矢野 建一 (東アジア世界史研究センター研究員/専修大学教授)
講 演
13 : 00""""13 : 20 荒木 敏夫 (東アジア世界史研究センタ一代表/専修大学教授)
「趣旨説明」
13 : 20.......，14 : 20 高久 健二 (東アジア世界史研究センター研究員/専修大学教授)
「楽浪郡と三韓・倭の対外交流」
14 : 20""""15 : 20 土生田 純之 (東アジア世界史研究センター研究員/専修大学教授)
「墓制から見た朝鮮三国と倭」
15 : 40""""16 : 40 劉 呆運 (陳西省考古研究院 陪唐考古研究部長)
「長安城郊外の唐代墓と東アジア」
通訳:三宅 俊彦 (専修大学兼任講師)
16 : 40""""1 8  : 00 討論
2011年11月19日 (土)・20日 (日)専修大学神田校舎 参加者のべ316名
第6回公開講座 「古代東アジアの国際情勢と人流」
司会・進行 飯尾 秀幸 (東アジア世界史研究センター研究員/専修大学教授)
講 演
11月19日 (土)
13 : 00""""13 : 15 土生田 純之 (東アジア世界史研究センター研究員/専修大学教授)
「挨拶」
13 : 15""""14 : 15 高 兵兵 (西北大学国際文化交流学院副院長 ・教授)
「菅原道真と九世紀の日本外交」
14 : 30.......，15 : 30 浜田 久美子 (国立国会 図書館司書)
「日本と激海の文化交流一承和年間の『白氏文集』受容を中心にー」
15 : 50.......， 17 : 00 質疑応答
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11月20日(日)
10 : 00"""11 : 00 山内 晋次(神戸女子大学准教授)
19，....，12世紀の日本とアジアーヒトの移動の視点から-J
11 : 10"""12 : 10 矢野 建一(東アジア世界史研究センター研究員/専修大学教授)
「遣唐使と来日『唐人J -皇甫東朝を中心として-J
13 : 30"""13 : 50 窪田 藍(東アジア世界史研究センターリサーチ ・アシスタント)
IW古代東アジア世界史年表』の活用- W白村江の戦い』を事例としてー」
14 : 00"""15 : 00鈴木 靖民(園撃院大撃教授・横浜市歴史博物館館長)
「東アジア世界史と東部ユーラシア世界史」
15 : 20"""16 : 30 討論

















氏 名 リサーチ ・アシスタント 多田麻希子
用 務 地 奈良県
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3 月9日 第 5回センター会議
議題1 5 年間の取り組みの総括
2 事務局の閉鎖にともなって
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